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　本学では、就学児の託児が平成 28 年度から大学男女共同参画推進センターの事業としてスタートしているが、そ









　This university began a project at the University Gender Equality Promotion Center during the 2016 school 
year for childcare for children attending school, and this included practical activities for children as part of 
undergraduate projects during the 2014~2015 school years.  Project members included faculty from the Faculty of 
Social Welfare and staff at the university office.  The process of collaboration on a flexible basis which goes beyond 
affiliation is the model of so-called “knot-working” （bringing people together）.  This is a new style of activities 
that crosses the boundaries of work and organization.  It takes on improving an environment that supports raising 
children within the university, and serves the function of a liaison that acts as a bridge between faculty staff, 
student volunteers and users （parents and children）, as a factor that facilitates nursery management in collaboration 
with the nursery administration.  Though not the official role, it is thought that this is a cause of the results of 
combining the work of the university in the short term, by promoting mutual interactions between members that 
come about due to anxiety and awareness of users （parents） who are faculty staff.
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やり方をいう」Engestrom. 2008 山住 , 2013, p.i）で
あり、今後、学生たちには子どもとの関わりだけで
はなく、ワークライフバランスの見地からも広い視
点で介護や障害等に関する支援も考えられるように
なってもらいたい。
　また、今は学内での活動であるが、今後は学外（地
域）に向けた子育てを始めとする生活支援の必要性
を発信していって欲しいと考える。
　学生のボランティア活動を支援する側であった教
職員スタッフの存在は、活動のハザマをつないだだ
けではなく、学生をサポートした実務が大きな役割
を果たしていた。見えにくい活動であり、教職員同
士でも気づかない部分でもあったが、託児実践活動
の内側からサポートし、学生の原動力となったので
はないかと考える。一方、明確な作業分担もなかっ
たため、積み残しの課題とも言える。
　最後になるが、このハザマの支援については、本
学の男女共同参画推進事業に携わる教職員スタッフ
のみでの活動であった場合も、見えにくい作業で
あったと思われる。事務のスペシャリストである事
務職員と、学生指導のスペシャリストである教員、
そして「親」としての視点の融合があってこそ成り
立つ支援であった。教職協働の実践であったからこ
そ、通常業務で培ったスキルを生かした支援であ
り、教職協働の実践活動であったからこそ成立した
学生支援だったように思われる。
　次なる課題としては、事務職員であり、教員であ
り、親であるわれわれは、「親」として関わること
ができなくなるという点をどのようにして乗り越え
るかということである。つまり、今は子どもが小さ
く、託児の必要性があり、学内託児を利用している
が、子どもが成長した際には、事務職員・教員とし
ての関わりを持つことができても、「親」としての
視点を注入することは難しくなる。この点を考えた
ときに、学生スタッフと利用者の交流促進や、顔の
見える関係の元に事業を継続していく方法が検討さ
れなければならない。その意味で、われわれは「親」
でいられる期間はわずかであるが、この間に、利用
者と学生スタッフとのあり方を考える営みを継続課
題として取り組んでいきたいと考える。
【注】
１　本プロジェクトのメンバーとして参加をしても
らい、大学側との情報共有を図ることが可能
となった。
